
 

《研究テーマ》 

「 高校生の金銭感覚と男女交際   ─ アンケートから見る親子の認識の比較 ─ 」 
 
 
 

 
 今回の研究発表のテーマは、高校生の子どもを持つ親と子ども

自身の一番身近な問題ではないかということで取り上げました。

子どもはこうあってほしいと思う親の願いと今高校生活を送って

いる子ども達の考え方にはどのくらいの差異があるのか、また、

親と子がお互いに相手の立場においての考えを知ることは家族の

あり方を考える上で役立つのではないか、ということでアンケー

トを取ることにしました。 
 

 
《アンケートを集計してみて》 

 
＊食事に関すること 
・共働きの家庭が多いなか、1 日 1 回は一緒に食事をするという答えが多く、お弁当も半数以上が持参している。
中には自分で作っているという子どももいた。 

 
＊金銭感覚について 
・ 一ヶ月に必要だと思う小遣いの額と実際の額について、保護者の回答ではほぼ同じ様な金額になっているが、子

どもは必要だと思う額がかなり高額となっていて実際にもらっている額との格差が大きかった。 
・ 子どもの財布の中身については知らないと答えた保護者が過半数で、お金の管理を子どもに任せている保護者が

多いと思われる。子どもが実際に持っている額は必要最低限(昼食代など)に収まっていて、1万円以上という答
えは少なかった。 

・ アルバイトは原則的には禁止のなかでしている子どもが予想以上に多かった。子どもがアルバイトをする目的に

ついては、保護者の認識と子どもの回答がほぼ一致していた。小遣いの使い道についても、保護者と子どもの回

答はほぼ同じであり衣類・化粧品代・飲食代などが多かった。しかし、貯金・家計のためと答えたのが保護者３％

に対し子どもは１０％以上あり、保護者が思うよりもしっかりとした金銭感覚を持つ子どももいるということが

わかる。 
・ お金のことについて家族で話すという家庭が多かったので、このことは親子の関係を深める接点にもなっている

のではないかと思われる。 
 
＊男女交際について 
・ 交際相手がいるかいないかということについては、保護者も子どもも殆ど同じ回答になっており、保護者は子ど

もの交際相手について把握しているようだ。しかし、性体験があるかという設問になると保護者が考える以上に

「性体験がある」という答えが多く、学年が上がるに連れパーセンテージが高くなっている。 
・ 高校生の性体験について「よいと思う」という答えと、前述の「性体験がある」という答えのパーセンテージが

どの学年でも一致している。実体験のある子は高校生の性体験を肯定する傾向があるのではないかと思われる。 
・ 性の知識について保護者は正しい知識を教えるべきだと思っていても、なかなか子どもと話ができないという現

状が見受けられる。子どもも授業で学んだりメディアからの情報も多いなか、「正しい知識がない」という答え

が以外に多かった。子どもとしては興味はあっても現実としての危機感がなかなか持てないのではないかと思う。 
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